令和５年第２回三島町議会６月定例会会議録
	招集年月日
	令和５年６月１５日

	招集の場所
	三島町役場

	開　　　会
	令和５年６月１５日　　午前１０時００分　議長宣告

	応招議員
	７名

	
	１番
	矢　澤　　　昇
	２番
	欠　　　　　員
	３番
	五十嵐　健　二

	
	５番
	長谷川　清　雄
	６番
	二　瓶　俊　浩
	７番
	菅　家　三　吉

	
	８番
	大　竹　克　昌
	９番
	青　木　喜　章
	
	

	不応招議員
	なし

	出席議員
	７名

	
	１番
	矢　澤　　　昇
	２番
	欠　　　　　員
	３番
	五十嵐　健　二

	
	５番
	長谷川　清　雄
	６番
	二　瓶　俊　浩
	７番
	菅　家　三　吉

	
	８番
	大　竹　克　昌
	９番
	青　木　喜　章
	
	

	欠席議員
	なし

	地方自治法第121条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名

	
	町長
	矢　澤　源　成
	副町長
	小　堀　庄太郎

	
	教育長
	山　口　　　浩
	参事兼総務課長
	鈴　木　庄　蔵

	
	参事兼会計管理者
	森　田　　　勝
	参事兼地域政策課長
	小　柴　　　謙

	
	町民課長
	板　橋　淳　也
	産業建設課長
	小　松　　　昭

	
	特命担当課長
	渡　邊　　　浩
	生涯学習課長
	菅　家　直　人

	本会議に職務のため、出席した者の職氏名

	
	議会事務局長
	星　　　保　弘
	
	


	町長提出議案

	
	議案第29号
	工事請負契約の締結について
（三島町テレビ放送サービスセンター設備機器更新工事）

	
	議案第30号
	三島町税条例の一部を改正する条例

	
	議案第31号
	三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

	
	議案第32号
	三島町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

	
	議案第33号
	過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について

	
	議案第34号
	令和５年度三島町一般会計補正予算

	
	議案第35号
	令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算

	
	議案第36号
	令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算

	
	議案第37号
	令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算

	
	議案第38号
	令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算

	
	議案第39号
	令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算

	
	議案第40号
	三島町農業委員会委員の任命同意を求めるについて

	
	議案第41号
	三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについて

	
	議案第25号
	令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計予算

	議員提出議案

	
	議員提出議案第２号
	「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書の提出について

	継続審査の申出について

	開会
	午前１０時

	議事日程
	議長は別紙のとおり議事日程を配付した

	
	会議録署名議員を次のとおり指名した
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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　全議員の出席を見ております。
　　ただいまから、令和５年第２階三島町議会定例会を開会いたします。
　　議事に先立ちまして、去る６月５日、福島市で行われた福島県町村議会議長会定例総会の席上で行われました自治功労者表彰で、二瓶俊浩議員、長谷川清雄議員が表彰を受けましたので、この場で伝達をいたします。まず初めに、二瓶俊浩君前へお進みください。
　　表彰状、二瓶俊浩殿。あなたは、多年議会議員として郷土の発展に尽瘁し、地方自治の振興発展に貢献されました功績は、誠に顕著であります。よって、ここにこれを表彰します。令和５年６月５日、福島県町村議会議長会長古川文雄。代読。おめでとうございます。（拍手）
　　表彰状、長谷川清雄殿。あなたは、多年議会議員として郷土の発展に尽瘁し、地方自治の振興発展に貢献されました功績は、誠に顕著であります。よって、ここにこれを表彰します。令和５年６月５日、福島県町村議会議長会長古川文雄。代読。おめでとうございます。（拍手）
　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時０３分）
　　　　　　　　　　◎会議録署名議員の指名

○議長　　日程第１、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第125条の規定により、議長より指名いたします。
　　６番、二瓶俊浩君、７番、菅家三吉君の両名を指名いたします。
　　　　　　　　　　◎会期の決定について
○議長　　日程第２、会期の決定を議題といたします。
　　お諮りいたします。
　　本定例会の会期は、本日より16日までの２日間にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、本定例会の会期は、本日より16日までの２日間に決定いたしました。
　　　　　　　　　　◎諸般の報告について
○議長　　日程第３、諸般の報告を行います。
　　町監査委員よりの出納検査の結果報告でありますが、事務局より朗読させます。
　　事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長朗読）
○議長　　次に、専決処分の報告について、担当課長より説明をお願いいたします。
　　総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長朗読）
○議長　　次に、令和４年度繰越明許費繰越計算書の報告について、担当課長より説明をお願いいたします。
　　総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長朗読）
○議長　　次に、地方自治法第243条の３第２項の規定による法人の経営状況及び事業計画が提出されております。担当課長より説明をお願いいたします。
　　初めに、会津桐タンス株式会社経営状況報告について説明をお願いいたします。
　　特命担当課長。
　　　　　　　　　　（特命担当課長説明）
○議長　　次に、桐の里産業株式会社経営状況報告について説明をお願いいたします。
　　産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長説明）
○議長　　次に、会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の報告について説明をお願いいたします。
　　８番大竹克昌君。
　　　　　　　　　　（会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員説明）
○議長　　以上で諸般の報告を終わります。
　　　　　　　　　　◎町長の挨拶並びに提案理由の説明

○議長　　日程第４、町長の挨拶並びに提案理由の説明を受けます。
　　町長。
○町長　　令和５年第２回三島町議会定例会に当たり、議員各位のご出席を賜り開会できますことに、敬意と感謝を表するものであります。
　　まず、私ごとですが、町民皆さんのご支援をいただき当選させていただき、５月１７日より３期目の町政運営に当たっております。
　　町の振興計画は、地区の課題やあるいは課題からの理念を総括しながら第５次振興計画をつくってございます。職員が地区に入り、地区区長さんや役員、あるいは議員の皆さんと議論しながら計画を立てたということでございます。
　　当然、３期目は第５次振興計画のご同意をいただきました計画に基づき、１点目は国や県の少子化対策と連動しながら学校給食費の無料化や保育料の無料化や紙おむつの支給の継続を展開しながら若者を中心とした世代間の交流と出会いによる可能性の創出、あるいは共働き世帯が育児と仕事が両立しやすい環境づくりを進めて住みよい町の実現を目指していくことがまず１点でございます。
　　２点目は、地場産業の振興、あるいは再生エネルギーの農商工連携というようなことで書いてはおりますけれども、つまり、ある面では食鳥処理の建設、あるいは桐加工場、山菜加工場ということで地場産業の振興を図っていきたい。あとは新しく再生エネルギーで、これはバイオマス、あるいは小水力のこともありますけれども、そういうことも果敢に挑戦していきたいというふうに考えております。そしてなお、商工会を中心とした農商工連携による地域経済の循環に取り組んでまいりたいと考えております。
　　３点目は、交流人口の増加等の展開、あるいは空き家の利活用や住環境の整備を図り、地域の活力の向上を図っていきます。
　　４点目は、地区の活性化のために、健康づくりやあるいは地域に位置づく伝統文化の活用を図り、生涯活躍できるまちづくりを進めます。また、県立宮下病院の早期完成や、あるいは奥会津在宅医療センターの充実、あるいは大谷バイパス等の早期完成をなお要望し、安心安全なまちづくりの実現を図っていきます。もとより微力でございますが、皆さんから寄せられた信頼と期待に応えるため、粉骨砕身の町政に当たっていく覚悟でございますので、今後とも一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願いを申し上げます。
　　それでは、行政諸般についてご報告を申し上げます。
　　ご報告の第１点は、去る５月13日、桐の里ウォーク2023が開催され、およそ400名の方々にご参加いただきました。今年で６回目となるこのイベントは、桐の里リレーマラソンに替わるものとして、子供から高齢者の方まで気軽に参加できることから、年々参加者が増えております。今後も初夏の景観を楽しみながら健康づくりの輪が広がるよう取り組んでまいりたいと考えております。
　　ご報告の第２点は、６月１日より高齢者等を対象としました、新型コロナウイルスワクチン接種が開始されました。宮下病院においては、毎週月曜日、木曜日、金曜日の週３回で、１回当たり30人を予定し、申込みのありました皆さんは７月上旬までに終了する予定であります。申し込まれなかった方でも７月末までは対応できるように体制を整えております。なお、今日あたりの新聞によりますと、尾身会長さんが第９波のコロナの増加が見込まれるというか、そういう動きになっているというようなことでおりますので、町民の皆さんも、あるいは多くの今までやっていない方も、この注射を受けていただきたいなというふうに考えております。
　　ご報告の第３点は、37回目を数えた、ふるさと会津工人まつりが６月10日、11日の２日間にかけて４年ぶりに開催できたことであります。運営する側としては、４年ぶりということで準備段階から緊張感に包まれておりましたが、土曜日は天候にも恵まれ、日曜日はあいにくの雨となりましたが、大きな混乱もなく開催でき、ほっとしたところであります。２日目を通して全国から150を超える工人の方、あるいは町民の方、県内外より１万人を超える方々に会場を訪れていただきました。そして今回も台湾より７名の関係者が参加してくださり、今後の交流事業について意見交換することができました。また、山形県の菅野西川町長さんも視察に見えられると、生活工芸を通したまちづくりが注目を集めており、町一番の祭りを楽しんでいただくと同時に、直接間接を問わず、大きな経済効果につながっていると改めて感じたところであります。また、工人まつりと同時開催の、てわっさの里まつり、あるいは山と木の市場が催され、行政と住民が一体となった大きなイベントとなっておりますので、おもてなしの心を忘れず、町のＰＲにつなげてまいりたいと考えております。町民の皆さんには、祭りへの参加ご協力をいただきましたことに心より御礼を申し上げます。
　　それでは、本定例定例会にご提案申し上げました議案についてご説明を申し上げます。
　　議案第29号は、工事請負契約の締結についてであります。去る５月31日に入札しました三島町テレビ放送サービスセンター設備機器更新工事の予定価格が5,000万円を超えたことから、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例に基づきご審議を願うものであります。
　　議案第30号は、三島町税条例の一部を改正する条例であります。地方税法の一部改正に伴う関連規定を整備するもので、個人町民税及び軽自動車税に所要の改正を行うものであります。
　　議案第31号は、三島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例であります。国民健康保険法施行令の一部改正に伴う関連規定を整備するもので、国保税後期高齢者医療分、課税分、限度額及び低所得者に対する軽減所得判定基準を引き上げる所要の改正をするものであります。なお、本年度の国民健康保険税につきましては、税率の変更はなく、据置きといたしております。
　　議案第32号は、三島町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例であります。消防団員の要件見直しに係る規定の整備で、基本団員の住所要件に例外規定を追加する所要の改正であります。
　　議案第33号は、過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更についてであります。過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく過疎対策事業債の整備対策事業の追加及び基金活用事業拡大のための所要の改正を行うものであります。
　　議案第34号は、令和５年度三島町一般会計補正予算で、歳入歳出4,540万円を増額し、歳入歳出それぞれ30億5,150万円とするものです。
　　補正予算の主な内容は、歳入においては国庫出資金で低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業負担金、出産子育て応援交付金事業補助金、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金を計上し、県支出金で出産子育て応援交付金事業補助金を計上しました。
　　財産収入は４町村の町有地である滝原ごみ処理場跡地を東北電力へしゅんせつ土砂の仮置場として対応しており、令和３年度から令和９年度までの土地貸付け収入を一括計上しております。
　　寄附金は、これまで頂戴いたしました分を計上しております。繰入金として不足する財源を、財政調整基金から計上してございます。
　　歳出においては、人件費については人事異動により一般会計全体で増額計上しております。
　　総務費の財産管理費では、三島駐在所の新築が計画されており、貸与する用地について面積を確定する必要があることから、測量費用として委託料を計上いたしました。
　　生活工芸振興費では、３月に生活工芸運動友の会から頂戴しました寄附金を、生活工芸運動振興基金に積立てするものです。各地区の要望に対応する修繕料として、民生費では児童措置費に、歳入でもご説明しました子育て世帯生活支援特別給付金事業負担金によるシステム改修及び出産・子育て応援交付金事業補助金によるシステム改修を委託料で計上し、出産・子育て応援交付金を扶助費に計上いたしました。
　　衛生費では、保健衛生総務費に簡易水道事業の修繕に係る繰出金を増額計上し、予防費には秋の接種分の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金による人件費や委託量等を計上しております。
　　環境衛生費には、戸別合併処理浄化槽事業特別会計への繰出金を増額計上いたしました。
　　農林水産業費の農業振興費では、伊達市、川俣市との連携による、ふくしま三大鶏振興協議会による首都圏での販促活動に係る旅費を農業生産環境整備事業として、大石田地区の農道補修に補助金を計上しました。
　　林業振興費では、有害鳥獣に係る地域おこし協力隊の採用に係る費用を計上いたしました。
　　商工費の観光費では、需用費、修繕料にアーチ３橋ビューポイントの手すり修繕、早戸交流拠点施設浄化槽漏水修繕、道の駅駐車場入り口縁石修繕を計上しました。
　　役務費手数料に大林ふるさとの山の倒木処理を、ふるさと荘の配湯管を清掃と早戸交流拠点施設管理運営費用を計上しました。
　　土木費の道路維持費では、倒木処理費用として役務費、手数料を原材料費としてガードレール60メーター分を計上しました。
　　住宅管理費では、若者単身住宅消雪バルブの修繕料を計上しました。
　　教育費では、小学校費に玄関前グレーチング及び鉄棒等の修繕料、危険木の伐採手数料、プール用　　に設置部品台を計上し、中学校費では窓ガラス及びワゴン車の修繕料を計上しました。
　　生涯学習センター費としては、企画運営に係る報償金、あるいは修繕費等を計上しております。
　　体育施設費には、県立宮下病院移転に伴う公共施設整備について調査するための委託料を計上しております。
　　議案第35号は、令和５年度三島市国民健康保険特別会計補正予算で歳入歳出が246万3,000円を減額し、歳入歳出それぞれ１億8,702万2,000円とするものです。例年６月議会は、被保険者の所得の確定による国保税の税率を算定することは重要懸案事項でありますが、本年度の算定では昨年と大きい違いはなく、保険税率を据置きすることといたしました。補正の主な内容ですが、歳入におきましては保険税総額の減額と人事異動に伴う人件費分繰入金の減額で、歳出では一般管理費あるいは特定健康診査に係る事務費、予備費を減額しております。
　　議案第36号は、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算で、歳入歳出4,670万円を増額し、歳入歳出それぞれ２億6,520万7,000円とするものです。補正の主な内容ですが、歳出で水量が低下している各飲料水供給施設の檜原水源、あるいは大登水源、間方浄水場の改修を工事請負費に、早戸配水地に係る電力引込柱の修繕料を需用費にそれぞれ計上しております。この財源として一般会計繰入金と簡易水道事業債及び過疎対策事業債を増額補正するものであります。
　　議案第37号は、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算で、歳入歳出250万円を増額し、歳入歳出それぞれ3,907万円とするものであります。補正予算の主な内容は、食鳥処理施設の新築に伴う農業集落排水施設への流入に際し、公共ますを新たに設置するもので、歳出では工事請負費に、歳入ではその財源として農業集落排水事業債及び過疎対策事業債を計上したものであります。
　　議案第38号は、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算で、歳入歳出６万9,000円を増額し、歳入歳出それぞれ４億4,914万4,000円とするものであります。補正予算の主な内容は、歳出の一般介護予防費に健康麻雀教室に係る費用を計上し、歳入でその財源となる補助金等を増額計上したものであります。
　　議案第39号は、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算で、歳入歳出99万円を増額し、歳入歳出それぞれ4,614万4,000円とするものであります。補正予算の主な内容は、設備の修繕に係る費用の歳出の需用費に、その財源を一般会計からの繰入金として歳入に増額計上したものでございます。
　　議案第40号は、三島町農業委員会委員の任命同意を求めるについてであります。来月７月19日をもって任期満了を迎える農業委員会委員の皆さんについて、全員再任をお願いするもので、任期については令和５年７月20日から令和８年７月19日までの３年間であります。
　　議案第41号は、三島町固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求めるについてであります。今月６月30日をもって任期満了を迎えます委員の再任をお願いするもので、任期は令和５年７月１日から令和８年６月30日までの３年間であります。
　　以上、本定例会にご提案を申し上げました議案の概要についてご説明を申し上げました。
　　なお、各議案につきましては、それぞれ担当課長をもって詳細にご説明を申し上げますので、何とぞよろしくご審議を賜りますようお願いを申し上げ、ご挨拶並びに提案理由の説明といたします。ありがとうございます。
○議長　　お諮りいたします。
　　休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
（異議なし）
○議長　　11時10分まで休憩といたします。（午前１０時４０分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時１０分）

　　　　　　　　　　◎一般質問
○議長　　日程第５、一般質問に入ります。
　　通告者は２名であります。順番に発言を許します。
　　６番、二瓶俊浩君。
　　なお、二瓶俊浩君の持ち時間は、ただいまから12時10分までといたします。
○６番　　６番、二瓶俊浩でございます。
　　まず、一般質問に入らせていただく前に、先般の三島町町長選挙におかれまして、現職町長の矢澤源成氏が見事に再選されましたこと、誠におめでとうございます。町民の方々の期待が当選という結果に結びついたということだと思いますので、しっかりとした町政のかじ取りの期待をいたします。
　　それでは、質問に移りさせていただきます。さきに通告しておりますとおり、１点について質問いたします。
　　町の補助金及び助成金についてであります。年間、町より支給・支出される補助金や助成金の予算額は、大変大きな金額になっております。当然、いろいろな事業がございます。事業の成果がすぐに分かるもの、単年のもの、数年にわたっていく事業、構築物、物品購入など様々でございます。この補助金や助成金によって、いろいろな団体や個人の方の現状が少しでもよい方向へ転換されれば、町においても活性化などの面でプラスになっていくことだと考えます。どんどん利活用していただいて、町と利用者が一緒にまちづくりをしていくことが最も大事なことであります。
　　しかし、そこで一つ考えなければならないことがあるのではないかと思います。それは、町の助成金・補助金は100％税金であります。であるならば、必ず趣旨、目的など使用条件などがあるはずです。とともに、利用する場合は審査や現状確認などもあるはずで、正しく使っていくことが一番大事なことであります。
　　そこで、町では申請書等の審査や決定後の調査など、どのように行われておるのかお伺いをいたします。
○議長　　町長。
○町長　　６番二瓶議員のご質問にお答えいたします。
　　補助金及び助成金には、町単独の事業と国、県の財源を活用した事業があります。自主財源が厳しい当町では、まちづくりにおける課題解決に有効な補助事業を獲得し、まちづくりにおける課題解決に有効な補助事業獲得を常に意識しており、獲得に向けた申請を目指しております。
　　国、県事業は、成果確認と事業効果調査についてで様々ではございますが、最終的には会計検査の対象となりますので、実施内容及び事業効果についてもしっかりと整理しておかなければなりません。
　　事業効果の把握として例を申し上げますと、福島県サポート事業では、事業期間終了後３年間は活動報告書を提出することになっております。町単独事業に関して、組織の運営に係る補助金については、町の補助金制度審議会において毎年審査を受け、予算計上し、交付手続をしております。政策的な事業に係る補助金の中には、制度要綱等で審査会の設置を規定している補助金もあり、要綱に基づき審査会を開催し、交付の可否を決定しております。その他、補助事業に関しましてもやはり補助要綱に諮り交付申請をいただき、事業内容について各担当課において審査した後、交付指令により事業認定をしております。
　　次に、決定後の実態調査に関してですが、まずは対象年度末までに実績報告書の提出が義務づけられておりますので、事業実施内容を書類で確認し、必要であれば現地確認をいたします。その後の経過に関しましては、規則で財産の処分の制限が規定されており、各補助要綱で経過報告等を規定している事業についても事業完了後、最長で５年間の状況報告を求めることとなっておりますが、書類提出までには至っていないのがほとんどでございます。町内の事業実施ということもあり、事業実施団体との連絡も容易に可能で必要な場合、状況を確認しているのが現状でございます。
　　以上でございます。
○議長　　再質問を受けます。二瓶俊浩君。
○６番　　この補助金または助成金というものは、いろいろな本当に種類といいますか、内容がありまして、例えば研修費の一部の助成であったり、また、いろいろな会議等の中での助成であったりというようなものもございます。先ほど申したように、いろいろあってすぐに助成金の活用が分かるもの、また、助成はされたがどうなっているのかと分からないものというものもございます。分かるものについては、何ら問題はないのかというふうに思っておりますが、やはりすぐにその活用の成果等が見えないもの等々については、やはり税金であるということが前提でありますので、その点について若干質問させていただきたいなというふうに思っております。
　　そこで、補助金また助成金というものは、町としてはどのようなものであるべき、どうあるべきというふうに考えておられるか、最初にお聞きしたいと思います。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　町の補助金、助成金につきましては、活動する団体がその目的にのっとって町の財源を活用し、その行う事業そのものの成果を上げていただくということが一番だというふうに考えているところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　確かに、先ほど私もですが、目的いろいろあって助成金を利用されるわけでありますから、それでいろいろ成果を上げていくと。その目的のために助成金を、補助金を活用されていくわけです。そこで、やはり正しく行って使っていただく。正しくそれに沿ってやっていただくということが大事なことになってこようと思います。そのためには、どのようなことをしていかなければならないのか。どのようにしていかなければならないのかということが大事なことになってきますので、その点について町ではどのようにお考えでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　補助金の目的に沿った使われ方ということで、それは例えば、整備した年度につきましては実績報告により目的のものを達成したということを確認できます。その後、やはり単年度ではなく、その事業につきましては、その後についても同様に目的に沿って活用されているということが非常に大切だと思いますので、そこにつきましても町といたしましては実際に、目的どおりに活用されているか等々の確認というものが必要だというふうに考えているとこでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　最も大事なことだと私も思います。そこで、今答弁をいただいた中に、やはり３年間、または最長で５年間というようなこともあると、報告を求められるというようなこともなっているが、実際はそれらの報告の書類の提出までも至っていないのがほとんどであるということで答弁いただいております。今、総務課長から答弁いただいた、適正に使っていただくためにはどうしなければならないのかという答弁に対して、真逆でございます。やはり小さい町なものでというようなことが理由になってくるのかなということで、大体分かるというようなことの中でのもので、そのような結果になっているのかなということは想定はできるんですが、やはり最初に申し上げたとおり、100％税金で行っておるわけでございますので、やはり決まったもの、ましていろいろな条件に対して、やはりやらなければならないものはやらなければならないというふうに私は感じるんですが、この答弁と照らし合わせていかがでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　二瓶議員のおっしゃるとおりに、やはりその使われ方というものは目的に沿っているかというものは、後々までにも町としても確認する必要があるというふうに考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　次に、この今の件またもう少し後でもう一度尋ねてみたいと思いますが、答弁の中にも出ております補助金制度審議会というものが町に機関がございます。この補助金制度審議会というものは、補助金の決定機関なんでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　こちらは町長の諮問に応じて、補助金の内容を確認するという機関でございまして、主に活動費、団体の活動費等々について適正かどうかということをご審議いただくという内容の機関でございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　活動費、もう大体同じ補助金でありますので、やはり確認というものは当然必要になってきますが、というのは、ということは、この審議会は補助金を使う、使わないの決定機関ではない。町長の諮問機関であって、これを上げてやっぱり決定するのは町だという考えでよろしいんでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　決定は、町が予算計上し、議会の方、議会で議決を得るということが補助金の金額の確認になります。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　いや、議会で議決もですが、議会で例えば何か一つの例を挙げますと、例えば、まきストーブならば予算化します、当初予算で。当初予算でどうですかというようなことで申請されるわけですよね、お客様広報等でお知らせあって。それで、それがあった場合に決定するのはこの決定機関でなくて、最終的には町なんですかという質問なんですけれど。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　補助金申請に基づきまして町が審査し、決定するという流れでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それで、この審議会は例えば条件ですね、５年なんていうこともありましたけれども、それの確認という意味を込めて、その点もこの審議会では行っておるのでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　条件と申しますか、各団体の補助金の内容について審議いただきまして、例えば、その団体の活動費が非常に多くなっているという場合について、これで町の補助がさらに必要なのかというようなことについてご意見をいただくというような内容でございまして、補助金の制度そのものをについてご審議をいただくというようなところではないというふうに考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　分かりました。
　　それでは、幾つか例を挙げさせていただいて質問させていただきたいと思いますが、補助金を決定されて、当然申請は必ずするわけですから、それの趣旨または目的と違った利活用された場合というのは、どのようなことになっていくんですか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　趣旨、目的に外れるような活用というものが得られれば、町としてはきちんと目的に沿った活用をしてくださいというふうに指導するというような形になってございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　返却していただく、返還していただくというようなことはないということでよろしいのでしょうか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　まずは、町のほうでは指導に努めるということから、その後返還というところまでは今までちょっと私の記憶にはないところでございます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　私の聞いた中では改築、町外の方がこちらへ来られて公民館をお借りして改築された。これには５年という期限が多分ついているはずです。今、例の中で話しております。その方がやはり生活の環境が変わったということで、またどちらかへ戻られた、行かれたというようなことで、町のほうから返還が求められてきたというようなことを伺っておりますが、ありませんか。
○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　今、二瓶議員ご指摘の部分ですが、空き家住宅取得改修費等補助金におきまして、ある地区で空き家を借りて改修された方が、やはり生活環境、その理由は多分、多々いろいろあると思いますが、なかなかちょっと生活できないということで帰られたとこありましたので、先ほど総務課長がお話しされたとおり審議会という部分じゃない政策的な補助金に関しては要綱をつくっておりまして、その中での定住要件、５年間というふうに先ほど議員もおっしゃられた中で、交付から経過した年数において何％以内の補助金を返還してくださいということでお話しさせていただいて、本人もご同意の上で返還という形になっております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　当然大事なことだと私も思っております。
　　次に、構築物、建物等々に何か始めるというような形であったり、いろいろあろうと思いますが、今の公民館とはまた別に、そのように利用した場合、建物を建てるわけですから、単年では当然終わりませんし、数年それは利用していただくということになろうと思いますが、それらについてはやはり種類によって変わるのかもしれませんが、基本的には何年間は今のように活動してください。で、その範囲内であればというような決まりというものは設けておられますか。構築物ですよ。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　構築物ということであれば、形のあるものということになると思いますので、そういったものについても、各その対象とする補助要綱等で定めているというものがあるというふうに考えます。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　考えあるということは、ものもあるというような答弁だと思うんですが、全てではないというような答弁かなというふうに思います。
　　また、今度は物品の購入ですね。機械であったり、機械も１年で済むものではありません。長年使っていただく。最低何年はこれをもってその活動を行ってくださいという意味で助成するわけでありますので、それらに、そのようなものに対しては、そのような条件というようなものは決まっておりますか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　一概に、その要綱で定めているかというのはちょっと今、それぞれによって違うかと思いますけれども、その物品を購入したということにつきましては、例えばその物品の耐用年数というものがございますので、その耐用年数の期間は財産処分の制限というものがかかると思いますので、最低でもその期間は補助金の目的に沿った活用ということが求められるというふうに考えております。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　それに沿った活用は当然のことなんです。税金を使ってそれを購入したり、利活用しているわけなので、ただそれに対してどうしても、最初申したように趣旨とか、それらが変わっちゃってて、こんなことのために、これ違うんじゃないのということが目に見えるようなことが多々あるように私は感じておるんです。やはりそのためには、　　　　守って、やっぱり約束を守りましょうよと。正しく利活用していただきたいんだよと。もしそれができないんだったらというようなものというものはしっかり決めていかないと、やはり何ていうかね、やはり最終的には税金だよということを最終的に私は申し上げたいんですが、そういうことが多々目に映ってきているので、大事なことだろうと思いますが、ただ、これと言った決まりはないというのが現状であるというふうに答弁を受けられるんですが、そうでしょう。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　やはり、例で申しますれば、例えば農業者に対する機械の購入の補助、こういったものにつきましても、やはり機械の耐用年数等々によりまして、その後、活用されないということであれば、補助金の一部等の返還という規定はございますので、そういった観点からきちんとした活用を図っていくということでご理解いただきたいと思います。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　中山間直接支払い制度というものがございます。この制度は、国、県、町村等で助成して、中山間の不利な農業場所を応援しているものでありますが、これは５年間、締結して５年間という期間が設けられております。その中で、５年の中に当然変わって、その団体の中から抜け出したり、抜け出すということは失礼ですけれども、外れたりなんだりして、やはりその団体ができなくなったりというようなことがあった場合は、５年間遡って補助金を返済していただきますよというようなものがしっかりとうたわれております。これが、やはり公共の場から出す補助金なり、助成金の最も大事なことではないのかなと。なぜなら、何度も言うように税金だからです。そのような決まり、条件というものが非常に大事ではないかというふうに思っています。
　　話ちょっとずれますが、当然補助金、助成金で出された事業等について、評価というものが必ず求められるのではないかというふうに私は思っております。ただ、それは今なのか、２年後なのか、この事業に対しては５年後なのか、スパンもあるでしょうから、あるんでしょうが、今まで出されている中で評価というようなものは提出されたこともありませんし、報告を受けたこともございません。その評価というものが私は非常に大事なものであるというふうに考えておりますが、町ではいかがお考えでしょうか。
○議長　　総務課長。

○総務課長　　補助金制度の評価ということにつきましては、やはりその事業、補助事業そのものの評価というふうに考えます。いわゆる町では振興計画に基づきまして、各種施策に基づいて様々な事業、補助事業もそれに該当するものでございまして、そちらを実施し、毎年ローリングということで補助事業のいわゆるＰＬＡＮ－ＤＯ－ＳＥＥチェックというような計画から実施、評価、そして再チェックというようなことで事業は回してございますので、そういった評価につきましても振興計画審議会の中でもご説明し、評価をいただいているというふうに考えているとこでございます。

○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　分かりました。
　　では最後ですが、この補助事業、事業といいますか補助に対して、やはり何遍も言うように正しく利用していただくということが一番大事なことになってきます。そのためには、一つ一つの事業において、しっかりとした条件、決まりが必要ではないかというふうに思います。今、例を何点か挙げましたが、やはりその目的に沿って進んでいただきたいという気持ちは分かるんですけれども、どうしてもそれる場合、また変わってしまった場合とありますので、やはりこの条件というものが必ず必要になってくると思います。細かければ細かいほどいいのかなというふうに私などは感じておりますが、それを踏まえまして、今、町で出されて利活用されているものの確認、そしてこれから先、行っていくものについては、一つ一つのものについてしっかりと明記していくことが必要ではないのかというふうに考えますがいかがでしょうか。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　議員ご指摘のとおりだと考えます。様々な補助制度これまでのものも確認するとともに、新たな補助制度につきましてもそういった諸条件をきちんと明記していくということを考えていきたいというふうに思います。
○議長　　二瓶俊浩君。

○６番　　分かりました。終わります。
○議長　　次に、７番菅家三吉君。

　　なお、菅家三吉君の持ち時間はただいまから12時40分までといたします。

○７番　　７番菅家三吉、それでは一般質問のほうを行いたいと思います。
　　まず初めに、介護保険サービスについてご質問いたします。
　　我が三島町では、ほかの市町村と比べると介護保険料や介護保険給付費が非常に高く、要支援、要介護認定率介護度が高い認定者比率も高い状況にあります。状況によっては、在宅での生活が困難になり、施設へ入所される高齢者の割合も高いことも要因の一つと考えられます。町では令和２年度より、地域包括支援センターの運用や令和３年度からは奥会津在宅医療センター内に奥会津在宅医療介護連携支援センターが設置されたことから、在宅で医療と介護、それぞれが必要とするサービスを利用している方が増えている話も聞いております。在宅で生活環境を整える介護サービス事業の内容と昨年度の利用状況についてお伺いいたします。
　　次に、交流人口増に向けた町の取組についてお伺いいたします。
　　先日、待ちに待った工人まつりが開催されました。開催に当たり、町の職員、関係者の皆様に心より敬意を表します。大変ご苦労さまでありました。
　　今回、工人まつりの来場者数、町外からの出店者数、経済効果、括弧してありますが、出店者の売上げ、町内外の宿泊者数などはどの程度だったかお伺いいたします。
　　また、昨年度から美坂高原においてイベントの開催を行っておりますが、昨年度の町主催イベントの実績と今年度開催予定している事業をお伺いいたします。町は積極的にイベント等開催を通して交流人口、関係人口の増加を狙っていると思われますが、その目標値はどのようなものなのかお尋ねいたします。
　　今後、各種イベント等の開催に向けて課題などがあればお伺いいたします。
○議長　　町長。

○町長　　まず１点、１項目めの介護保険サービスについて、７番菅家議員のご質問にお答えいたします。
　　当町における介護保険料でございますが、令和２年度に策定しました第８期三島町介護保険事業計画に基づき設定されており、全国的にも非常に高い水準となっております。議員のご指摘のとおり、要介護度４、あるいは５の認定者数比率が非常に高く、それに伴い在宅介護は難しく、給付費が高くなりがちな施設介護を利用している方が増加していたことが要因と判断しております。
　　しかし、最近の状況を見ると、介護給付費の実績額が減少傾向となっており、要因としては地域包括支援センターの町職員による運営開始により、介護予防運動や困り事相談事業などが評価され、要介護４、５の認定者比率が低くなったこと、また、奥会津在宅医療センターの開設により、訪問診察や訪問看護などが充実し、在宅介護の介護を安心して受けられる環境が整備されてきていることから、介護施設利用者の減少につながっていることと考えられます。
　　介護保険サービスは、自宅を中心に利用するサービス、あるいは施設サービス、あるいは生活環境を整えるサービスの大きく３つに分類されており、議員ご質問にあります生活環境を整えるサービスにつきましては、自立した生活を送るため福祉用具を借りる、あるいは福祉用具貸与、トイレ、入浴関連の福祉用具を購入する、特定福祉用具購入、安全な生活が送れるよう住宅を改修する居宅介護住宅改修があります。福祉用具貸与のサービス内容は、手すり、あるいはスロープ、歩行器、歩行補助つえなどの福祉用具を借りることができ、月々の利用限度額の範囲内で実際にかかった費用のうち、自己負担額を差し引いた額を支給する制度でございます。令和４年度は、391件、458万1,000円の実績がありました。特定福祉用具購入のサービスの内容は、腰掛便座、あるいは自動排せつ処理装置の交換部分、入浴補助用具、あるいは簡易浴槽、移動用リフトの吊り具の部分の５種類の購入が対象で年間10万円を上限として、その費用のうち自己負担額を差し引いた額を支給する制度で、令和４年度は10件227万9,000円の実績がありました。
　　居宅介護住宅改修のサービス内容は、手すりの取付け、あるいは段差や傾斜の解消、壁の取替えや撤去、滑りにくい床材、移動しやすい床材への変更、あるいは和式から洋式への便器の取替えなど、生活環境を整えるための小規模な住宅改修に対して20万円を上限とし、その費用のうち自己負担額を差し引いた額を支給する制度でございます。
　　令和４年度は３件で34万2,000円の実績がありました。今年度におきましては、第９期の三島町介護保険事業計画を策定することになっており、高齢者の皆さんが住み慣れた三島町で生き生きと暮らし続ける地域づくりを目指し努力してまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　　続きまして、２項目めの交流人口に向けた町の取組についてにお答えいたします。
　　交流人口増に向けた町の取組についてですが、先日開催された第37回ふるさと会津工人まつりについてですが、４年ぶりの制限のない開催となり、町民の皆さん及び出店された工人の方々、関係機関の方々のご協力により盛大に開催できましたことに改めて感謝を申し上げます。
　　ご質問の来場者についてですが、6月10日7,000人、6月17日約4,000人となり、２日間の合計は１万1,000人となりました。
　　参加された工人については、町外からの出店者の方は141名の方が出店されました。申込みでは230件を超える申込みがあり、そこから厳正に審査し141店といたしました。当日会場に訪れ、工人の方々や来場されたお客様ともお話しさせていただきましたが、いや、皆さん久しぶりの開催を大変喜ばれており、工人まつりも楽しんでおられました。
　　工人まつりにおける経済効果についてですが、各出店者全てから正確に確認するのは難しいので、聞き取りなどからの数字となりますが、工人の分、飲食店の分の売上げについては出店内容でも大きく異なりますので、全体として3,000万円と推計いたしました。
　　宿泊に関しては、町内宿泊は、金・土は各施設で満室状況でしたので300名、町外宿泊者数については、会津地域のどこまでに工人まつり宿泊者がいるのか確認できませんので推計できませんが、柳津町、会津若松に宿泊したというお客様のお声もお聞きしましたので、会津地域の広範囲に宿泊されていると推測されます。
　　加えて、工人まつりの来場者による会場以外での経済波及効果もあります。道の駅をはじめとする飲食店や商店の飲食、お買物や、加えて町内で同時開催された２つのイベント売上げ等も推計すると、工人まつりの２日間全体で三島町への経済効果は5,000万円と推計しております。
　　次に、昨年度主催イベント実績と今年度開催予定事業についてですが、令和４年度町主催イベントの実績で５月、桐の里ウォーキングで300人、駅マルシェ200人。６月、志津倉山開き80人。８月、スターウォッチングツアーｉｎ美坂で200名、テレサテン交流会で80名、スターウォッチングツアーｉｎ美坂で350人、秋の工人まつりで5,000人。令和５年２月、雪と火のまつりで1,200人。３月、全国編み組工芸品展、三島町生活工芸品で2,000人となりました。
　　次に、今年度のイベント予定ですが、これまで開催したイベントとしましては、４月のカタクリ・さくらまつり。５月の桐里ウォーキング、菜の花ライトアップ。６月、志津倉山開き、工人まつりが実施されました。今後は、６月24日に星空ヨガ、７月29日に福島三大ブランド鶏肉フェスティバル。９月の16日スターウォッチングｉｎ美坂高原。10月に会津編み組工芸品展。令和６年２月に雪と火のまつり。３月全国編み組工芸品展、三島町生活工芸品展を予定しており、このほかに駅前マルシェ等を開催し、11月までに予定しております。
　　次に、イベントを通した交流人口、あるいは関係人口の増加の目標についてですが、交流人口についてはやはりコロナ禍前の令和元年度観光入り込み数までの回復を、当面の目標値にしております。昨年の状況ですと、日帰り総数29万人。あるいは令和元年度34万8,000円から見ますと、８割程度回復しております。今後、イベント再開や観光シーズンにおける旅行客、インバウンドの回復によるコロナ禍前の数値を回復してまいります。関係人口は、当町のふるさと運動における特別町民の方が関係人口の代表的な方であり、振興計画目標値では、令和７年度までに230人を設定し、令和４年度末まで177名となっております。コロナ禍により減少はしたものの、ものづくり教室の再開により、本年度は増えてきている状況です。
　　関係人口増は、町が取り組む事業において一過性ではなく、継続的に当町と関わりを持っていただけるような事業展開を図っていくことが必要で、物づくりに代表されるよう特別町民に加入し、継続して物づくり教室に参加される流れがあり、他の事業においてもこのような取組を工夫し、関係人口の増加に努めてまいります。
　　今後のイベント開催に向けての課題についてですが、現状で感じているのは、コロナ禍により、イベントに関係する方々が減少していることや、年齢を重ねていることが課題として挙がります。イベントを実施するにも、人がいないということが聞こえてきております。また、コロナ禍の期間はイベントはほとんど開催してきませんでしたので、運営に関するノウハウについても事業を継続していれば継承できたものが、また新たな取組として実施されるような感覚もあり、イベントを運営する際は大変な能力が必要となっているようです。今後は、イベントを安定して継続していくには町内だけではなく、協力していただける外部の方々をどう取り込めるかなど、人員確保を含めどのような運営方法があるか検討してまいりたいと考えております。
　　以上です。
○議長　　お諮りいたします。昼食休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。ご異議ございませんか。続けますか。（「はい」の声あり）
　　再質問を受けます。菅家三吉君。

○７番　　それでは、まず第１項目のほうから再質問させていただければなと思います。
　　今ほど答弁の中でもありました、各種介護サービスの事業ありましたが、このサービスを利用される方々は今現在どのような申請の方法で行われているか説明いただければなと思います。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　ただいまの介護サービスの補助の申請方法でございますが、まず初めに、福祉用具貸与につきましての事業については、こちらのほうはほぼケアマネジャーさんによってその計画の中にいろいろつくりながら行っていますので、ケアマネジャーさんのほうの手続を取りながら自動的に行っていくというものでございます。
　　続いて、福祉用具購入、特定福祉用具購入についても、ケアマネジャーさんの指導のもとに申請書を提出いただくような形を取るという形になります。居宅介護住宅改修につきましても、ケアマネジャーさんの指導に基づいてどういったものを改修していいかという形で申請書、そのときに特に居宅介護住宅改修につきましては、どのような形で直すのかというような図面等もつけていただきまして、申請書を提出いただいて、うちのほうで許可という形で出れば、実際改修していただいて、その後、請求書をもって実績報告を出していただいての費用を支給するというような流れになっております。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　現状の流れでありますと、利用者がケアマネジャーさんと今後の介護設備ですか、用具等の購入とかについてはケアマネジャーさんと綿密に打合せをしながら手配していくという流れであると思うんですけれども、利用者のお支払いですよね、今現状ですと償還払いといいますか、全額、その器具、サービスに伴う全額を利用者さんが、仮に例えば、15万円とか20万円というものを一度にお支払いする償還払いの形だと思うんですが、なかなか今、お独り暮らしの高齢者の方が一時的であっても、一気にそのお金を出すという状況は皆さんできない状況の方もおられるのかなというところであるなと思っておるんですが、それをほかの自治体いろいろ調べさせていただいたんですけれども、受領委任払いといいまして負担分、給付費のそれぞれ認定度合いによって負担分が変わってくる、保険の分が変わってくるとは思うんですけれども、その分だけ利用者さんがお支払いして残りの分、保険でお支払い、後々保険でお支払いになる部分を事前にその業者さんと相談して、その償還払いの現状であると思うんですが、自己負担分のみを事業者さんのほうへ支払い、保険者の給付費分を町で直接事業者へ支払う方法の受領委任払いという形にはほかの自治体ではやっているところもあると自分なりに調べてはみたんだけれど、そういう形は当町では取れないかお伺いしたいと思います。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　今、菅家議員のご質問についてのサービスの中で、一番そこが関係されてくるのは居宅介護住宅改修費の部分だと思います。福祉用具貸与、特定福祉要綱については、実際現物払いというか、ケアマネジャーのサービス的な事業の中に含まれておりますので、そこと支障がないと思うんですが、今のその受領委任払いについては、居宅介護住宅改修に伴うところでございます。先ほど町長の答弁にもありましたが、昨年はうちの町内においては３件の申出があったということになります。この実際、当町の現状は、今ほど菅家議員からもご指摘がありました、介護保険法の施行規則の内容に伴いましては、原則は償還払いで行うということになっておりまして、償還払いで行っていたんですが、近年、全国的にもこの償還払いで行うと、今ほど菅家議員のご指摘のとおり、費用が一度立て替えて払わなくちゃいけないからということで、じゃあもう費用回収はやらないっていう事例があったりですとか、そういったことがあるということで、国のほうにもいろいろとそういうふうなことで対応できないのかという話が出ているという問題がありました。そこで厚生労働省については、特別この辺について償還払いをしなくてはいけないということではなくて、逆に、この委任払いという制度を一つの先行事例という形で厚生労働省は紹介しておりまして、それに基づきまして最近、近年、大きい市町村におきましては、この受領委任払いというものを行っております。この受領委任払いにつきましては、当町がその指定業者さんと契約を結びまして、そこで新たな契約行為が発生した時点で、そういった現物払い給付というようなやり方という制度がございます。ただ、今までやっぱりやれなかったという理由としては、やっぱり法的に原則ということがあったのと、そういったことがあったのと、また、うちの町内から何とかそういったお話もなかったものですから、このままの状態でいたんですが、私たちのほうでも調べますと、会津若松市さんですとか、会津美里町さんとか、おっきい市町のところでは、この受領委任払いを開始しているという情報、確認をしております。なので、今後、この受領委任払いについて必要としていくのであれば、当町についても協議しまして、この受領委任払いに行けるかどうかというのを検討してまいりたいと考えております。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　ありがとうございます。今ほど担当課長のほうから前向きにご検討していただけるということですので、なかなか今課長の説明のほうにもあったように、なかなか一時的でもやっぱり高額お支払いできないので、やっぱり改修しなくていいかなとかっていうことになってしまうと、やっぱり本末転倒になってしまうので、なるべく早くそういう人がいた場合に、こういう新しくシステムを変えることによってサービスを受けやすいという状況をつくっていくのも一つだなと思っておりますので、なるべく早く前向きに検討して、なかなか行く、新しく変えていく中でも、ある程度課題幾つかあるかなと思いますけれども、よろしくお願いしたいと思います。
　　それでは、２項目めの交流人口増に向けて町の取組についてのほうで、再質問させていただければなと思います。
　　答弁のほうにもありましたが、昨年度から当町でも、町長もよく言うようにウィズコロナというようにコロナと向き合いながら新しい時代に向けて、先日の工人まつりの復活をはじめ、様々なイベント等を企画し実施していることが答弁のほうでも、大変、数多くこなしているなというところで理解ができました。このことについては、私も議場のほうでも何度か言っていますように、やっぱり前向きにいろいろとやっていくことの必要性というのが、何度かお話もさせていただいておりますし、自分も商売やっている以上、なるべくいろんな人と接したいという部分があります。このことについては、コロナ禍なかなか町内元気がなくなっていた中で、その元気を取り戻すべく取組を行ってきたということで大変すばらしいなと思っております。
　　先日の工人まつりでも発表１万1,000人ということで、大いに盛り上がったのかなと思っています。あいにく翌日の雨ということもあって、なかなか日曜日は思い悩んだ部分も多少あったのかもしれませんが、久しぶりの開催ということもあったんですが、大いに来て、工人まつり忘れられなくてよかったなと、個人的に実感しております。
　　そこでなんですけれども、町の目標としてコロナ禍前の観光入り込み数ですか、までの回復ということで答弁のほうにありましたが、これは恐らく道の駅の入場者数カウンターとかを用いて計数しているのかなと思われるんですけれども、確かに人が来た、工人まつりでも１万人強のお客様が来ていただいたということで、なかなか人数で把握する部分と、じゃあ実際、地域経済効果はどのぐらいあったのかと、今回担当課のほうでいろいろ調べていただいて全体で5,000万ですか。会津全域、宿泊者もお客さんのお話を聞きますと若松に宿を取ったなんていうお客さんも多数いらっしゃって、町内だけでは収まらないということもあって、本当この会津全域に波及効果がある工人まつりだし、すばらしいなと思っておるところでありますが、やはりその県内でも会津のほかから、そして県外からお客さんを呼ぶ人数、そしてそれをいかにこの地域に、もちろん三島町にどれだけお金を使っていただくというところが私は、本当の意味での目標値でなってくるのかなと思っております。
　　そういったときに、今回、２日間でこれだけの入場者数を集めているイベントが、当町にはもう数年前からずっと継続的にやっていて、その高いポテンシャルは持っていると思うんです、集客できるポテンシャルを持っている中で、そこに例えば、今回交通整理とか、シャトルバスでのバスの借上げとかで結構な額の経費を使っていると思われます。それも町外の事業所さんに流れていってしまうという現状だと思うんです。そこを何とか、例えば、町内の俗に言うシルバー人材みたいな方々だったりとか、例えば、道路交通であれば交通安全協会の方々とかにその予算分をお支払いしてでもできないか、というのは同じ規模、もちろん同じ規模の工人まつりではなくて、私が思うのはあのポテンシャルを縮小版というか、工人まつりの縮小版みたいなものを定期的に開催できないかなと常々思っております。
　　１年のうちにどんと来る日がもちろんあっていいんですけれども、それだけになってしまわないようにするために、答弁にもありましたが、年間を通して美坂のイベントだったり、駅前を使ったり、今度は道の駅の駐車場活用も含めて地域政策課のほうではいろいろ試行錯誤しながら、いろんなイベントを企画していると思われるんですけれども、そういったものも含めて工人まつりのポテンシャルを縮小版で年間分散してできないかと考えているところであるんですが、その辺、町としてはどのようにお考えでしょうか。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　今、議員ご指摘のとおり、なかなかやはりイベントとなるとその期間で、工人まつりも37回を数えてこのような大きくなったということはありますが、当時から見ますと、なかなかやはり周知するので大変だったということもあります。なので、答弁にもありますとおり今、町なかでは６月、大きな工人まつりと10月、３月という形で、特に今議員が言っていただいたとおり、編み組関係ですね、そちらのイベントがありましてそこの集客はやはり大変な大きなものがあります。ただ、やはりその場所に限った部分でしかなっておりませんので、議員ご指摘のとおり、飲食店であったり、皆さんの町なか、また、地域づくりでやっているところに行ってもらうとか、そういう部分もちょっと考えていかないといけないのかなというのを今ご質問の中で考えていたところです。なかなか、あともう一つはその町民の人たちを活用しながらイベントということもありますが、大きなイベントではどうしてもやはりお金をかけないと、やっぱりプロフェッショナルなところにお願いしないと運営が回らないというのがありますが、雪と火のまつりでは交通安全協会とかそういう方にもお願いしておりますので、特に宮下のてわっさは、やはり宮下地区の方々が一生懸命になって進めておりますので、そういうところも事例にしながら、別な地区でできないかとか、何かできないかとか、あとは工芸品展、今やっているものをもっと町全体に波及させるような取組ができないかということは、今後検討してまいりたいと思っています。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　私も議員になって、やっとコロナの制限がなくいろいろできると思いながら今年度は前向きに、気持ちも前向きになっているところです。先ほどもウォーキングの話からちょっと桐の里リレーマラソンの話が少し出ましたけれども、何かと忙しくやっている三島町だなあって常々、町外に出ていくといろんな友人から、またおまえのとこはいろんなイベントやっているなって言われるのが、何か誇らしいというかという部分が何かあった時期がありました。
　　そんなふうに、今なかなか人数がいなくて、何かやると言ってもなかなか手間がかかったりという部分があると思うんですけれども、またあの頃のというか、忙しい三島町に少しでもなれればいいのかなと思っておりますので、私も微力ではありますが、ご協力もちろんいたしますし、今なかなかこういう町のイベント関係に参加できていない方もまだまだたくさんいらっしゃると思いますので、そういう人たちもいっぱい取り込めるような、何かグループというか何て言いますかね、そういうのもなかなか町だけで運営というのも厳しい状況であると思うので、何かそういうのが新しくできて、常々言いますように商工会もそこに交ざったりとかという形で、新しく誘客できるようなイベントだったり、この町の観光資源をどう活用するかとかも含めて考えられるグループが新しくできるようになっていけばなと思いますので、その際は町のほうもご協力いただければなと思います。
　　以上で質問を終わります。
○議長　　以上で一般質問を終結いたします。
　　　　　　　　　　◎陳情第１号の審議（質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、陳情第１号、「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情書を議題といたします。
　　説明を求めます。事務局長。
　　　　　　　　　　（事務局長、議案書により説明）

○議長　　お諮りいたします。
　　本陳情は、会議規則第90条第２項の規定により、委員会への付託を省略したいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。よって、本陳情は委員会への付託を省略することに決定いたしました。
　　これより討論を行います。討論ありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論をなしと認めます。
　　陳情第１号、「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める陳情書を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、陳情第１号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。
　　本日はこれにて散会いたします。
　　ご苦労さまでした。
（午後０時２２分）
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